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1･　最近の衣生活は各種衣料 の研究改善 とそ の量産に

より， 極めて豊かな状態にある。このよ うな状勢 の中で

婦人 の服装は，どのよ うな材料が選択 され，ま たどのよ

うな着用形式 やデザインが好 まれてい るのか一般 の傾向

を把握し てみるこ とは極 めて興 味深く，その実際の資料

を得 るために街頭 におい て，季 節別， 地域別，年齢階層

別に ５か年継続本 調査を行なった。

2. 調査 の地域は都内３か所 を選び，通行中の婦人を

対象 と し た。 なお， 見かけ年 齢を若 年層（20 代前後）

中年 層（30 代～50代）高年 層（60 代以 上）の３層に分け

た。時期 は季 節毎 に1  日とし， 午前午後１時 間ずつ行な

った。調査事 項は着用形 式，シ ルエット，柄の種類， 色

の系統， 衿， 袖 など12 項目である。 調査方 法は各項目

毎 に， その内容を印刷し た調査 票を用意して， 通行人 １

人 を調査員 １人 が観 察し ，該当個所に○印をするように

し た。

3. 過去５か年 の調査 の結果 ，若干 の資料 を得ること

が でき た。 すなわち，各 項目別にみると５か年 の推移，

各年 の傾向，差異，既製服 の普及， マスコミの影響 によ

る服装 の画一化的 傾向など，婦人 服のデザイ ンにっい て

の一般的 な好 み， また流 行の影響 など知 る こ と が で き

た。今 回は特 に夏 季のものについ て具 体的 に報 告する。


